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ダイジェスト版 

本編をご希望の企業様/団体様/個人様は、本編をご購入頂けます。 
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～ ダイジェスト版内容 ～ 

１． 目次 

２． まえがき 

３． 調査担当者紹介 

４． 用語解説（抜粋） 

５． AI 市場を取り巻く環境（抜粋） 

６． 添付資料：インタビュー ターゲット企業詳細（ダイジェスト版 抜粋 2 社） 

① FogHorn (フォッグホーン) 

② Sentient Technologies   (センティエント・テクノロジーズ） 

７． 添付資料：インタビュー報告書（ダイジェスト版 抜粋 3 社） 

① FogHorn (フォッグホーン) 

② Sentient Technologies   (センティエント・テクノロジーズ） 

③ Simularity, Inc. (シミュラリティー) 

 

 



本資料はダイジェスト版です。[シリコンバレーAI 動向調査] 

2 

本書「シリコンバレーAI 動向調査レポート」は、JABI (Japan America Business Initiatives）の著作物であり、本書「シリコンバレーAI

動向調査レポート」にかかる著作権、その他の権利は、JABI (Japan America Business Initiatives）および各権利者に帰属します。 

 

 

 

 

 

 

限定 100 部 全 85 ページ   186 社をターゲット  

 

厳選した 15 社の インタビュー報告書付き 

 

2016 年 12 月まで25% ディスカウント中 15 万円 (税込み 162,000 円) 

定価 200,000 円 (税込み 216,000 円) 

 

 

本編を購入頂きました企業様・団体様が、 

本編掲載のご希望の AI 企業とビジネスを行われたい場合、 

JABI または JABI 協賛会員によるビジネスコンサルタントサービスも提供いたします。 

 

※AI 企業の状況により、コンサルタントが難しい場合がございますので予めご了承ください。 

※ビジネスコンサルタントは別途費用が必要になる場合が御座います。 

 

新事業立ち上げに役立つ 

リアルなシリコンバレーの AI レポート 

シリコンバレー在住の技術系コンサルタント 4 名が、自らの人脈/時間/足を使い 

AI スタートアップ企業や大手企業から直接インタビューを行った 

AI レポートの決定版！ 

推薦文：Japan America Business Initiatives (JABI ,ジャビ) 会長 / 二村 晶子 
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JABI とは 

    

拝啓 

 

JABI(Japan America Business Initiatives)は、日米間のビジネス進出サポートを提供するコンソ

ーシアムです。 

 

インターネットによって世界的にビジネスの仕方が変わり、グローバル化がいっそう進む今日、

世界のあらゆる企業は、存続の為の戦略の構築と実行を求められています。そういう観点から、

日本の企業・ベンチャー・起業家にとって、今が海外に進出するチャンスなのです。 

アメリカに住む日本人たちは日本の経済発展を強く望んでいます。「日本企業の海外進出による

国際化に伴った日本国内地域の活性化、日米貿易の活性化、国際交流、友好関係の育成によって

公益の増進に寄与する。」が我々の理念であり、使命であると考えています。 

一例でも多くの、海外進出をお考えの企業の皆様、個人の皆様のサポートをすることによって、

日米間、特にシリコンバレー企業と日本企業との各種経済的コラボレーションを通した日米間の

経済活性化の支援を目的としています。 

 

 

敬具 

 

Japan America Business Initiatives (JABI ,ジャビ) 

会長 / 二村 晶子 

Co-founder, 理事 / 大永 英明 
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まえがき 

    近年、様々な分野において AI 化が活発となり、また、過去の AI 手法にディープラーニングが

加わり、より実用的な AI利用が可能となった。AIは、保険・株式取引市場などの金融関係におい

ては過去から必要とされていたが、近年では、例えばインターネットショッピングにおいてもユ

ーザーの嗜好にあった商品の提供といった応用等が顕著である。 

医療分野をはじめとするプロフェッショナル分野でのエキスパートシステムと AI の融合、ビッ

グデータからの分析、そしてディープラーニングによる最適化によって、今までにはない進歩が

著しい。 

工業・製造分野では、IoT および Industry 4.0 によって AI の必要性が高まる中、スマート機器

の開発が急務である。AI の適用により製品機器の長寿命化・予測保守および信頼性向上を図るな

ど、製品の付加価値を高める手法として有用であり、新規技術を中心に、シリコンバレーではベ

ンチャー企業の勃興やビジネス展開が活発化している。 

 そこで、シリコンバレーに特化したこれらのビジネスの動向や実態を俯瞰することで、今後の

製品開発や、将来のビジネスのシーズとなるべき技術、ビジネスモデル、そしてパートナー企業

の探索の一助になることを目的とした調査を開始した。 
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調査担当者紹介 

大永 英明  Innovation Matrix, Inc.（ロボット、産業機器） 

 

 

○ 専門産業分野 

ロボット、製造用産業機器 

○ 専門サービス 

市場調査、マーケティング、販売戦力、販売代行サービス、会社設立 

○ 略歴 

1970 年にアメリカに留学。1974 年卒業後、世界初の産業用ロボットメーカー、

Unimation 社 に入社、ロボット制御装置の開発に携わる。その後、アメリカロボットメー

カーの最大手 Adept Technology 社でアジア太平洋地域のディレクターとして、 1993 年

に日本支社を設立、視覚付きロボットのアジア市場浸透に貢献した。現在は産業用ロボッ

ト、サービスロボット、モーション制御、画像処理技術・製品に特化した代理店およびコ

ンサルタント事業を展開中。シラキュース大学電気工学部卒。 
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岡田 朋之  Tortuga Pacific Inc.（IT、通信、半導体） 

 

 

○ 専門産業分野 

半導体、通信、IoT 

○ 専門サービス 

マーケティング 販売戦力 販売代行サービス IP ライセンス契約代行 

○ 略歴 

高校時代に渡米、大学卒業後シカゴのモトローラ社でエンジニアとして、日本向け携帯電

話の回路、IC設計を担当。その後、日本モトローラに R&Dプロジェクトマネージャーとし

て赴任。後に技術開発部長として NTT ドコモとの 3G UMTS WCDMA の共同技術開発を担

当した。2007 年に同社を退職、携帯電話 OS ベンチャーの営業担当 VP を経て、アプリッ

クス社米国社長、本社役員、子会社 Zeemote CEO として携帯電話用ソフトウェアや、IoT

／M2M 新規事業の営業統括に従事した。2015 年より、ワイヤレス給電の基本特許を持つ

WiTricity 社にてシリコンバレーおよび日本向けの営業コンサルティング業務の後、現在は

同社 Executive Director を務める。組織改革コンサルタント集団 Silicon Valley Alliances

の Founder。NEDO TCP プログラムおよび経産省の始動 Next Innovator 2016 (グローバ

ル起業家等育成プログラム）メンター。アリゾナ州立大学工学部電子工学科卒。 
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中島 和宏  K-NETS Consulting（光学、光通信、半導体） 

 

 

○ 専門産業分野 

光学および電子デバイス・パッケージング、基板実装、電子材料 

○ 専門サービス 

市場調査、マーケティング、製品企画・開発、販売戦略・代行など 

○ 略歴 

住友金属鉱山・電子材料研究所、事業開発センターを経て1994年に渡米、半導体パッケー

ジング・ベンチャーnCHIP 社、製品開発受託企業(EMS) Flextronics 社の後、2002 年に独

立。「御社の技術マーケティング部門がここにあります。」をモットーに、技術動向から

企業情報など技術系をベースとしたリサーチ&マーケティング、新技術や開発品の商品企画、

業務提携コーディネート・業界参入へのお手伝いなど、主に日系企業の米国進出に関わる

クライアントの一員となって活動。専門分野は半導体デバイス、光デバイス、デバイス・

パッケージングや実装、光通信ネットワーク、および関連材料。電気通信大学材料科学科

修士課程 1985 年卒。 
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二村 夏彦  InfiniteBio Inc.  (バイオテック、医療)  

 

 

○ 専門産業分野 

バイオテック、バイオインフォマティクス、IT、ハイパフォーマンス・コンピューティング 

○ 専門サービス 

日本企業米国展開、新技術開発、新技術調査などのコンサルティング業務 

○ 略歴 

博士課程在学中 NIH、 NCBI でリサーチフェローとして遺伝子、タンパク質検索ソフトウ

ェア BLAST の開発に携わる。卒業後、オハイオ州立ライト大学で助教授として高速・並列

計算、バイオインフォマティクス分野の研究教育に従事、DNA・タンパク質データベース

の高速化、高速文字列検索等の分野で業績を残す。溶媒露出表面積計算アルゴリズムは、

分子モデリング・可視化コンピュータソフトウェア VMD で採用されている。2009 年より、

InfiniteBio 社で日本企業の米国展開サポート、新技術開発、新技術調査などのコンサルテ

ィング業務、さらに独自技術のビックデータ向け高速データベース検索技術の開発、ライ

センシング業務を行うなど、高性能コンピューティング、バイオインフォマティクス分野

のコンサルタントそしてソフトウェア・アルゴリズム開発者として活動。シラキュース大

学計算機科学博士課程卒。 
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AI 市場を取り巻く環境 

AI ベンチャー企業への投資 

 AI を扱うベンチャー企業に向けたベンチャーキャピタルによる投資は、投資件数、投資額とも

に加速的に急上昇していると言われている。・・・（以降本編にて） 

 

人工知能研究の主な大学機関 

 主な大学研究機関はスタンフォード大学、MIT (マサチューセッツ工科大学)、CMU (カーネギ

ーメロン大学)である。また、カリフォルニア州ではス・・・（以降本編にて） 

 

ハードウェア 

 人工知能の研究開発においては、主にソフトウェアが取り上げられることが多いが、ハードウ

ェア面も高速化などを図ると言う意味では非常に重要な分野と言えるだろう。IBM の「トゥルー

ノース（TrueNorth）」と呼ばれるニューロモーフィック・チップ(Neuromorphic Chip)の開発

等は、その良い例である。・・・（以降本編にて） 

 

人材・リーダーシップ 

 多くの AI 研究開発は、グーグルやフェイスブックなどの代表的な IT 企業によって牽引されて

いる。例えば、グーグルは人工知能の研究分野では世界的権威で有名な Raymond Kurzweil 氏

(Kurzweil ブランドのシンセサイザー発明者でもある)や、ディープラーニングの第一人者

Geoffrey Hinton 氏を研究チームに引き入れた・・・（以降本編にて） 

 

人工知能に関わる企業動向 

 人工知能ベンチャー企業の買収や研究所設立が加速されている・・・（以降本編にて） 
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用語 

今回の調査は、多くの分野に横断的に拡がりを見せている AI (Artificial Intelligence) ／人工知

能、Deep Learning ／ ディープラーニング（深層学習）、Big Data／ ビッグデータ、そして IoT 

(Internet of Things)／ モノのインターネットなどの新しい技術を取り入れたビジネスモデルに

関連している。それら関連分野のキーワードを用いて該当企業を選択するにあたり、同分野に関

わる業界の動き、そして技術の関連性を理解する必要がある。 

 

AI (Artificial Intelligence) ／人工知能 

 自律的に学習し、推論するコンピュータ、時には「スマートマシーン」とも呼ばれてきた、い

わゆる「AI/人工知能」は、これまで長い年月をかけて研究が行われてきているものの、実用化に

至っては足踏み状態に近いものであった。例えばすでに1980年代には・・・（以降本編にて） 

 

Deep Learning ／ ディープラーニング（深層学習） 

 ディープラーニングは 2006 年に登場し、脳の構造を再現したニューラルネットワークとよば

れる人工知能技術の革新的なイノベーションである。以前より、ニューラルネットワークと言わ

れる脳の仕組みを再現した技術は存在していたが、長い間、効果は限定的であった。ディープラ

ーニングの登場により、この状況が打破されるかもしれない。・・・（以降本編にて） 

 

Big Data／ ビッグデータ 

 「ビッグデータ」という用語は、データマイニング等の分野では一般的に使用されてきたが、

2010 年代に入ってから、・・・（以降本編にて） 

 

IoT (Internet of Things)／ モノのインターネット 
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 IoTに関わるネットワークとコンピューティングは、クラウドからデバイスに至るネットワーク

の中で複数のレイヤー構造に分類される。一般的にクラウドコンピューティングとは、・・・

（以降本編にて） 

 

Industry 4.0／インダストリー4.0 

 ドイツ政府が推進する製造業の高度化を目指す戦略的プロジェクトであり、IT 技術を駆使した

製造業において、生産の効率化やサプライチェーン の最適化などの革新を意味する。特に、製造

業を高度にデジタル化する事によって製造業の様相を根本的に変え、大量生産とパーソナライズ

の利点を融合させた、いわゆる・・・（以降本編にて） 

 

添 付 5. インタビュー ターゲット企業詳細 - 20 社 

 
企業名 FogHorn 

基
本
デ
ー
タ 

お勧め対応 
アプローチをお勧めします。 

JABI にお問い合わせください。 

企業の対応 優良 

カテゴリー ビッグデータ 

技
術
領
域 

人工知能 - 

ビッグデータ ● 

機械学習 - 

遠隔診断 

(予測保守など) 
● 

IoT ● 

センサー - 

企
業
情

報 

所有技術数 社外秘 

設立 2014 
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企業規模 18 名 

統合化技術 - 

実用化経験 ● 

海外進出の積極性 ● 

日本の既存パートナー ● 

  

 
企業名 Sentient Technologies 

基
本
デ
ー
タ 

お勧め対応 
アプローチをお勧めします。 

JABI にお問い合わせください 

企業の対応 優良 

カテゴリー マシーンラーニング 

技
術
領
域 

人工知能 ● 

ビッグデータ ● 

機械学習 ● 

遠隔診断 

(予測保守など) 
- 

IoT - 

センサー - 

企
業
情
報 

所有技術数 ２１の特許申請中 / ８の特許許可 

設立 2008 

企業規模 104 名 

統合化技術 ● 

実用化経験 ● 

海外進出の積極性 ● 

日本の既存パートナー - 
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添 付 6. インタビュー報告書 - 15 社 

 

企業名 FogHorn （フォッグホーン） 

企業概要 

FogHorn は、工業用および商業用の IoT アプリケーションのための

「エッジインテリジェンス」ソフトウェアの主要な開発会社である。

2014 年に設立、2015 年から開発を開始のスタートアップ。面談の遠

藤氏は、2011 年からサンフランシスコにて Internet of Everything 

の立ち上げに参加。 

主要 

製品/サービス 

1. 産業（工場）向けフォグコンピューティングプラットフォーム

（ミドルウェア）。  

2. FogHorn のソフトウェアプラットフォームは、高度な監視および

診断、資産のパフォーマンスの最適化、運用の知性と予知保全ユ

ースケース用のアプリケーションにも利用可能。 

3. OT(Operational Technology)と IT オートメーションのハイブリ

ッド。 

4. ダウンタイムが許されないような機器のモニタリングや異常検知

を、後付センサーやローカルサーバーで実現。 

5. 日本、ドイツ、北米などで話題のインダストリー 4.0 の実用化と

言える。 

サービス詳細 

1. 工場でのデータをメタデータ化し、上位アプリケーションから API

を通して活用できるようにプラットフォーム化。 

2. 機械に取り付けた終端機器でデータを処理し、ローデーターでは

なく、解析されたデータだけがフォッグ（中間ネットワーク）を

経由してクラウドに発信。 

3. 少ないネットワーク負荷でリアルタイムかつ大規模な分析を可能

とする。 

4. 現在工場にあるシステムとの整合性を維持しながら（例えば、稼

働中の機器を止めずに）大規模なデータ収集、分析ができる事を

強調している。 
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5. 利用例 

産業用ポンプの主ミッションにクリティカルではない機能を追

加。ダウンタイムなしに予測メンテナンス用のモニタリングを可

能に。 

水力発電の発電機の定期交換をやめ、必要な時期に交換。 

シンプルな機能で付加価値を高めることができる。 

6. 産業機器パートナー 

シーメンズ、ボッシュ、三菱電機、GE、ABB、ロックウェル 

7. SI パートナー 

デロイト、アクセンチュア、インフォシス、タタ、エネコム 

8. クラウドプロバイダ 

クラウドファウンドリー、SAP、クラウデラ、MS Azure 

9. エッジゲートウェイ機器 

Intel、Dell、HP、 Cisco 

調査者所見 Series A に出資可能。 

本社所在地 720 University Ave. Suite 200 Palo Alto, CA 94301 

URL http://foghorn-systems.com/ 

設立年 2014 

代表者 Mohan Reddy 

従業員数 18 

業種 ソフトウェア - IoT 

上場区分 上場 ・ 未上場 

資本金 
1. Hive が 100％出資。 

2. 今後 GE,Siemens などの戦略パートナーから、Series A 出資予定 

年間売上高 非公開 

日本拠点/取引状況 

1. 現在、商談中とのことであるが、商談先は不明。 

2. 日本人である遠藤氏がマーケティング担当として日本企業にアプ

ローチをかけやすいと考えられる。 
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企業名 Sentient Technologies（センティエント・テクノロジーズ） 

企業概要 

投資、医療診断や電子商取引などの業種における独自のソリューショ

ンを作成するための人工知能技術を提供する会社。より高速な判断を

行うための AI のソフトウェアを提供している。ビッグデータの時代そ

して将来処理パワーが必要であると認識し、ミドルウェアを中心とし

たビジネスを始めた。 

主要 

製品/サービス 

1. ファイナンストレーディング（AI ヘッジファンド） 

2. 超高速な Ooda ループで様々なモデル（Gene)を進化させ、最適

なモデルを抽出し、株取引を行う。JP Morgan＋ハイブリッジキ

ャピタルと JV。 

3. E コマース用のビジュアルロボット 

4. クライアント側が定義したパラメターに対して製品画像よりそれ

を抽出してカタログ化する。それを元にオンラインでは、ユーザ

ーが購入製品を選択。具体的には画像からベクトル特徴を抽出、

ユーザーの興味を関連付ける。 

5. 例：www.shoes.com の場合 

クライントが１２８の特徴属性項目を定義している。通常、膨大

なカタログに対してビジターは１０～１５％の情報しか閲覧しな

い。AI によって８０％のカタログを閲覧する事が可能となる。

(Paradox of Choice.) 

6. ヘルスケア (Sepsis 敗血症 アメリカでの緊急処理室で多く感染す

る感染症を起こしている場所から血液中に病原体が入り込み、重

篤な全身症状を引き起こす症候群。AI によってこれらの早期発見

ができれば多くの人命を救う事ができる。) 

7. Predictive Maintenance（保守予測）を次に手がけたい。 

サービス詳細 

1. 向こう９ヶ月にパートナー３社を発掘し、製品の実用性(Proof of 

Concept)を検討していきたい。 

2. 重要な問題の解決や付加価値創造可能なアプリケーションを探し

ている。 

http://www.shoes.com/
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調査者所見 

1. Distributed AI:Evolutional computational platform with 

massive scale クラウド上にある様々なコンピューター機器の

CPU やメモリーを活用し、ミドルウェアーを走らせる（SETI のよ

うなコンゼプト）。 

2. 4000CPU や 5000GPU と言った、Amazon Web Service で可能

な処理能力の 10 倍以上の処理が可能。 

3. ビジネス戦略に OODA Loop(Observe, Orient, Decide, Act)を取

り入れている。これがビッグデータにおける膨大な情報から重要

な情報を抽出、判断・行動につなげるという哲学にもなってい

る。 

4. CTO にコンタクトしたところ、返事があり、Jeff Berman を紹介

してくれた。SF のマーケット通りからベイブリッジが見える素晴

らしいオフィスである事から、潤沢に資金がある事が伺える。 

5. Financial に特化した JP Morgan との JV を計画中 

6. ２１の特許申請中、８の特許許可 

本社所在地 One California St., Suite 2300, San Francisco, CA 94111 

URL http://www.sentient.ai/ 

設立年 2008 

代表者 
Antoine Blondeau  (Co-founder and Chief Executive Officer) 

Apple Siri 開発者 

従業員数 104 名（現在、開発者を増員中） 

業種 ソフトウェア・AI 

上場区分 上場 ・ 未上場 

資本金 
1. $143M(約 104 億円) 

2. $103M(約 103 億円) Series C を 2014 年 11 月に増資) 

年間売上高 

1. 売上高 非公開 

2. 現在までは、AI を使いヘッジファンド投資実験を繰り返し、資金

を作った。これから製品での展開を始める。 

日本拠点/取引状況 香港に拠点あり、CEO, CFO は香港に居住中 
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企業名 Simularity（シミュラリティー） 

企業概要 

Simularity は、イベントの予測、予知保全（コンディションベースメ

ンテナンス）、および異常検出のためのリアルタイム人工知能を行う

ソフトウェア開発販売を専門としている企業。 Simularity は、最先端

の機械学習をネットワークのエッジに搭載し、接続された機器をより

スマートにする独自のメソッドを提供している。 

主要 

製品/サービス 

1. リアルタイム人工知能予知保全のために、インシデント予測、異

常検出を行うソフトウェアを開発販売する会社。  

2. 主にオイル・ガス、製造、通信産業にフォーカスしている。主と

してソフトウェアライセンスを提供。 

3. 特許出願中の、限られた計算能力、帯域幅、および接続性を持つ

小型デバイス上でも時系列データにおける異常検知や有害事象を

予測可能なイベント予測アーキタイプノソフトウェア。 

サービス詳細 

1. 手法として分散型 AI、特にエッジレベルでの分析機能を提供して

いる。また、互いのノードで情報を共有することによって、高度

な予測を行っている。 

2. 年間サブスクリプションライセンス 

3. SaaS サブスクリプションライセンス 

4. 組込 OEM およびリセラーへのサブスクリプションライセンス 

5. インテグレーションおよびカスタムサービスピッチイベント 

6. 価格は応用における価値、ユーザーにとっての ROI によって変動 

7. 営業チャンネルとしては、・直販・サービスプロバイダー経由・

ツールサプライヤ経由 

8. パイロットプロジェクトは３日間での分析で約２万ドル。一週間

ほどのプロジェクトで７万から１０万ドル。その後、ライセンス

契約となる。 

調査者所見 

1. ビッグデータやディープラーニングで主としている中央集中型分

析でなく、現実的かつシンプルな分散型アプローチをとってい

る。マネージメント、技術ともに経験豊富かつ優秀なチームによ

る運営がされている。 
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2. 現在、サウジアラビアの国王一族に招待されアラブでのオイル製

油工場での AI 化を議論しに行く。そのエージェントはコミッショ

ン代わりに株式を要求している。顧客やサプライチェーンパート

ナーからの投資の検討余地はあるとのこと。 

3. エッジマイクロコントローラ、ゲートウェイ、データセンターと

様々なレベルで応用できるが、当社はエッジレベルが一番効果的

であると考えている。 

4. エッジ側独立で動き、データ蒐集、分析が可能な簡単なデバイス

(ラズベリー・パイ）での使用例もある。 非常に簡単に取り付

け、分析が可能になる。  

5. 特にソフトウェアのチューニング無しで機械学習を始められるよ

うになっているので（他社と較べて）10 倍速くセンサーの設置・

データの学習が始められる。 

6. Time Series Data と Geocode Data を重ねることによってそのセ

ンサーデータの持つ知識ベースを高めることができる。 

7. また、当社のコア技術は、意思決定者が対話的にコードを記述せ

ずに説明できる、透明、正確な予測モデルを作成することができ

るとのこと。 

本社所在地 
1160 Brickyard Cove Road, Suite 200,  

Point Richmond, CA 94801 

URL http://simularity.com 

設立年 2011 

代表者 Liz Derr, Founder & CEO 

従業員数 7 名（１０名パートタイムを含む） 

業種 ソフトウェア・AI 

上場区分 上場 ・ 未上場 

資本金 非公開 （エンジェルによる投資$400K 約 4 千万円あり） 

年間売上高 
売上は計上されているが、詳細金額は不明。 

年間経常収益(AAR) は$33M (約 33 億円) 

日本拠点/取引状況 ヤマハ、日立 
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